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	スライド 3: 今の時代小学生からスマホを持たせてもらってSNSを見る若者が増えて いると思います。  私自身スマホがあれば暇しないですし、 何時間でも何日でも過ごせてしまいます。   それは今後の人間をおかしくすると思います。 おかしな承認欲求、知識、言葉を知らないうちに受けてしまいます。   それでもタブレットやインターネットを使用する学校が増えています。 
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	スライド 6: このロボットは毎日あらゆるニュースを 映像化してテレビのように映してくれる ロボットです。 ↳こうすることにより、 自分の好きな情報以外も楽しくなると思いました。 正しい判断、生き方のヒントが映像により自分で考えられたらいいなと思いました。  一番は自分の生き方に向き合うい自分を貫けるメンタルを持つことだとは思います。
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